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古サルデーニャ語の条件文における不定詞についての試論 

 
金澤 雄介 * 
（近畿大学） 

 
1 はじめに 
 サルデーニャ語：イタリアのサルデーニャ島で話されるロマンス諸語のひとつ／ロマ

ンス諸語の中で最もラテン語に近い姿を保持している／話者数は約 120 万人／大別

して、ログドーロ方言（島中央部～北部）とカンピダーノ方言（島南部）がある／島民

の大半はイタリア語との二言語話者 
 背景：古サルデーニャ語では、条件文の条件節と帰結節における動詞の時制と法の組み

合わせにはいくつかのパターンが観察される。その中で、条件文の帰結節に (de +) 不
定詞が現れる例がある。この形は「命令」、「規定」の意味を表す。 

 本発表の目的：条件文の帰結節に現れる不定詞の形態統語的特徴について考察する。結

論として、このような不定詞は、人称不定詞と共通の特徴を有していることを示す。そ

の根拠として以下の 2 点を論じる：(i) 人称不定詞に特徴的である、主語が不定詞の後

ろに置かれること。(ii) 古ポルトガル語にも同様の事例が観察され、それが人称不定詞

であると考えられていること。 
 文献：Condaghe di San Pietro di Silki (CSPS)（11～13 世紀）(Soddu and Strinna 2013) 

Condaghe di Santa Maria di Bonarcado (CSMB)（12 世紀）(Virdis 2002) 
 

2 先行研究 
(a) 古サルデーニャ語（ログドーロ方言）の不定詞語尾 
第 1 変化動詞：-are 第 2 変化動詞：-ere, -er, -e 第 3 変化動詞：-ire 
 
(b) 古サルデーニャ語における条件文 
条件節 (occhirit)：接続法半過去、帰結節 (sia)：接続法現在 (Blasco Ferrer 1984: 124) 
(1) si  alcuna  persona  occhirit       homini,  sia  

if  some   person   kill.SBJV.IMPF.3SG  man   be.SBJV.PRES.3SG  
illi     segada   sa  testa (Carta de Logu III) 
him.DAT   cut.PTCP  the  head 

「もし人を殺したら、（殺した人の）頭が切られる」 
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去、PF = 完了、PL = 複数、PRES = 現在、PTCP = 過去分詞、REL = 関係詞、SBJV = 接続法、SG = 単数 
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このほかにも、条件節に直説法現在、帰結節に接続法現在が現れるパターンなどもある。ど

の形式が用いられるかは、条件節の実現度の高さと関係があると考えられる。 
条件文の帰結節に現われる不定詞については、Virdis (2002: CLXXXII) が (2) の ispiiare

「取り戻す」と pariare 「払う」を例示しているが、その用法と機能については詳しく触れ

ていない。 
 
(2) (bocando=nde   de)  si  ‘nde  kertavat      neunu  homine mortale o  

draw.GER=there  of  if  there  litigate.IND.IMPF.3SG no one  man   mortal  or  
isse, d’=ispiiare=mi=la       a  ssanta  Maria  et   pariare  a  
he   of=recover.INF=me.DAT=it.ACC  for  St.    M.   and  pay.INF  to  
rregnu   libra .I. de argentu. (CSMB: 11) 
treasury  libra 1  of  silver 

「もし、誰かまたは彼が訴訟を起こせば、彼はそれ（土地）を私から Santa Maria のた

めに取り戻し、国庫に銀 1 リブラを支払うこと（という条件付きで）」 
 
3 条件文の帰結節における不定詞 

いずれの文も、財産や土地などの所有権に関する取り決めを定めたものである。(3)、(4) 
に現われる帰結節の不定詞 dare「寄進する」は条件節で示された条件を満たした場合の「規

定」「命令」を意味すると解釈できる。また、不定詞は明示的な主語（(3) の sos fiios「息

子たち」、(4) の issos「彼ら」）をともなうことができる。この場合、主語は必ず不定詞の

後ろに現れる： 
 

(3)  (Et  posit,)     si  a=ssa  morte  non pariat       bonu a=ssos  

and order.PF.3SG  if  to=the  death  not  seem.IND.IMPF.3SG good  to=the  
fiios,  dare   sos  fiios  parzone  d’=unu  fiiu   de  onnia  cantu eti  

sons  give.INF  the  sons  part    of=a   son  of  every  REL  have.PF.3SG 
lassare   et   de  terras et  de bingias  et  de saltos   et   de 
leave.INF  and  of  lands and of  vineyards and of  wildlands and  of  
domos. (CSMB: 31) 
houses 
「もし彼の死にあたって、息子たちにそれが正しいように思われなければ、息子たちは、

彼が残すであろうものすべてと、土地、ぶどう畑、荒れ地、家のうち、息子ひとりの分け

前を寄進すること（を彼は命じた）」 
 
(4)  (Et poserun=imi      in pena  de) si  mi=nde     kertauant  

and order.PF.3PL=me.DAT in penalty of  if  me.DAT=there litigate.IND.IMPF.3PL  
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per neunu  tempus, o  issos o  neunu  homine pro 'ssos, dare   a=ssu  

for nothing time   or  they  or  no one man   for them give.INF to=the  
rennu   issos .iiij. libras d’=argentu...(CSPS: 10) 
treasury  they  4  libras of=silver 

「もし彼らもしくはほかの誰かが彼らのために万が一私に訴訟を起こしたら、彼らは国

庫に銀 4 リブラを支払うこと（を、彼らは罰として命じた）」 
 
また、(5) のように帰結節の不定詞の前に de をともなうケースが観察される。不定詞 

esser「である」の主語 tottu「すべて」と auer「持つ」の主語 Mariane は、やはり不定詞

の後ろに現われる。 
 

(5)  e   dassaimus=ilos      umpare,  in  fine  de  si  fakean  
and  leave.PF.1PL=them.ACC   together  in  end  of  if  make.IND.IMPF.3PL  
fetu   umpare  d’=esser  tottu  de  scu.  Petru, e  de  non  bi   auer  
children together  of=be.INF  all   of  St.   P.   and of  not   there  have.INF 
bias  Mariane (CSPS: 43) 
rights  M. 
「私たちはともに以下の条件で彼らを手放した。もし彼らが一緒に子どもを作ったら、

それはすべて Petru のものであり、Mariane は権利を持たないこと」 
 
4 考察 
通常、不定詞は定動詞を要求する主節（帰結節）に現れることはできない。前節で見た不

定詞は、人称不定詞と共通の特徴を有していることを示す。その根拠として以下の 2 点に

ついて考察する。 
 
(i) 主語の義務的な後置 
古サルデーニャ語における人称不定詞は、形態的には不定詞と同じであるが、明示的な主語

をともなうことができる。(6) では、人称不定詞 batture「持ってくる」は主節の主語 (3pl.) 
とは異なる独立した主語 ego をともなう。そしてその主語は不定詞の後ろに現われる： 
 
(6) Judicarun=imi     a  batture   ego  destimonios ka  los  

order.PF.3PL=me.DAT  to  bring.INF  I    testimonies that  them.ACC  

kanbiarun      a  pecuiare (CSPS: 409) 
exchange.PF.3PL   as  property 

「彼らは、それらを財産として交換したという証明を私が持ってくるように命じた」 
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現代サルデーニャ語の人称不定詞について Jones (1993: 281) は、音声的には実現して

いないが、統語的には一致要素 (AGR) を持っており、不定詞の後ろの NP に主格を付与

していると推定している。Jones (1993: 278–280) によると、この一致要素は VP 内にあ

り、VP 内にある NP、すなわち不定詞よりも後にある NP にしか主格を付与することはで

きない。 
主語が必ず後置されるという点で、帰結節に現われる不定詞は人称不定詞と共通の特徴

を持っている。しかしながら、(6) では人称不定詞は a によって導かれる補文節に現われ

ているのに対し、条件文では、不定詞が補文ではなく主節に現れているという違いがある。 
 

(ii) 古ポルトガル語の事例 
人称（屈折）不定詞が主節に現われる例は、古ポルトガル語にも観察される。Martins (2001: 

215) によると、12 世紀から 16 世紀の法律文書における古ポルトガル語では、屈折不定

詞が条件文の帰結節に現れ、「命令」、「規定」などを意味するという。(7) では、屈折不定詞 
3 人称単数 ualer「価値がある」が条件文の帰結節の主動詞で、その主語は後ろの seu plazo
「彼女の契約」である： 
 
(7) e   se  achassem     que  Moor  Eanes siia        no   plazo 
  and  if  find.SBJV.IMPF.3PL  that  M.   E.   be.SBJV.PRES.3SG  in-the contract 
  con  seu  marido   ualer=lj          seu plazo 
  with  her   husbund  be valid.INF.3SG=her.DAT  her contract 

「そしてもし Moor Eanes が彼女の夫とともに契約をしていることを彼らが見つけれ

ば、彼女の契約は効力を持つことになる」（古ポルトガル語 法律文書 1273 年）

(Martins 2001: 215) 
 
5 まとめ 

本発表では、古サルデーニャ語の条件文の帰結節に現われる不定詞は、人称不定詞と共通

の特徴を有していることを示した。その根拠として以下の 2 点を論じた：(i) 人称不定詞に

特徴的である、主語が不定詞の後ろに置かれること。(ii) 古ポルトガル語にも同様の事例が

観察され、それが人称不定詞であると考えられていること。 
 
[今後の課題] 
(a) 不定詞の前に現れる de について 
de は前置詞ではなく、補文標識と考えられている (cf. Jones 1993)。 
 
(b) 不定詞が「義務」を表す用法について 
ロマンス諸語では不定詞が「義務」を表す用法が観察される (cf. Giurgea and Soare 2010)。  
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